
ファイルシステムへのエントリーポイント 
 
前回の課題のトレースで、 

   FS  へ WRITE のパラメータで 
アセンブラで定義されていた /usr/src/lib/i386/rts のファイル、_sendrec.s から 

 
int SYSVEC 
で「割込み」が発行されているところまでを辿りました。 
 
この int SYSVEC は、割り込み番号「SYSVEC」で interrupt を発行するというアセン

ブラ命令で、SYSVEC の値は８行目で 
 

 
33 に定義されていました。 
 
WRITE は、/usr/include/callnr.h というファイルを開くと 



と し

て、４として定義されています。 
つまり、ファイルシステムに対して、WRITE という「OS の機能の番号」を渡して、SYSVEC
の「割込み番号」（この SYSVEC が、カーネル呼び出し割込みの番号）として、割り込み

を発行した、つまり、カーネルを呼び出したことになります。 
カーネルでは、プログラムの起動時に/usr/src/kernel/mpx386.s というファイルが以下の割

込みハンドラの定義を行っています。 

 

ここでは、FS（ファイルシステム）も、MM（メモリ管理）も、全て「カーネル呼び出し」



として一括して扱います。 
 
SYSVEC の割込み番号は、/usr/src/kernel/protect.c のファイルで辿ることができます。 
 
８０行目から定義が始まる prot_init()で、以下のような gate_table の定義があります。 

 
このファイルの 137 行目で、 

 
と定義されていて、SYS386_VECTOR（３３）という割込み番号では、s_call をコールす

るように、割込み番号に対する割込みサービスプログラムを割り振っています。 
 
ここで「割込みベクトル」と呼ばれる、ハードウェア割り込みなどの処理プログラムのア

ドレスが登録されています。 
SYS386_VECTOR という「定義名」は、const.h で定義されています。つまり s_call()がカ

ーネルへの入り口だ、ということになります。 



33 番の場合には_s_call というアセンブラプログラムに処理が渡されます。_s_call は、

/usr/src/kernel/mpx386.s の 362 行目から定義されていて、 

 
と書かれています。ここで、sys_call を呼び出していることに注意してください。 
_k_reenter は、このアセンブラプログラムで、カーネルの再帰的呼び出しをコントロール

するために使われています。 
 
ここから 386 で、sys_call という C 言語のプログラムに制御を渡します。この sys_call は 
/usr/src/kernel/proc.c の 116 行目で定義されています。 
 
どのようにして、「割り込みベクトルが初期化されるか」は、順調に行けば、第 8 回の「ブ

ートローディングと OS の初期化」のところで見てみます。 
 



 

これが入り口だよ、というコメントが書かれています。ここから、mini_send という関数

が呼び出されて、「プロセス間」の通信で、FS や MM にメッセージが渡されます。 
実質的に、外部からの OS のシステム割り込みは、大半が FS や MM に渡されます。 
 

FS（ファイルシステム）では、/usr/src/fs/main.c の関数 main()（39 行目に定義さ

れている）では、５０行目の while(TRUE)の構造（無限ループ）で、ポーリングをかけて

いて、上記の mini_send などでスリープ状態から起こされると、仕事を取ってきて、call_vec
というプログラムの「間接参照」アドレステーブルから実質的な処理プログラムを呼び出

します。 

 
ここで、「入り口」から、それぞれの必要な処理に分岐します。 
 



この call_vec は、「割込みベクトル」を処理した後の、さらにカーネルの機能番号ごとの

処理プログラムを呼び出しています。/usr/src/kernel/table.c では、call_vec が定義されて

います。 

 
ここで、２３行目を見ると、4 = write と書かれていますが、この call_vec の添え字と、前

回トレースで調べた /usr/include/minix/vallnr.h の中身とを比較してみてください。 
 
横に並べてみると、このようになります。つまり、callnr.h で調べた番号は、この call_vec
の間接参照アドレスの添え字になっているのです。 

 



MINIX のコマンドレファレンスを調べた際に、様々なコマンドがあることに気づいたでし

ょうか？例えば、chmod なども、ここで定義されています。 
タイマ（TIME）割り込みは何番でしょうか？ 
 
これが、「割込み発行」から、カーネル（または、FS や MM）の中に顔を出すまでの、ワ

ープトンネルの中の構造です。 
 
割り込みを受け付けた際に、戻り先の情報やレジスタ情報を保存する、などの記述も、こ

の通り道の中で行っています。いわゆる「割込み処理ベクトル」を登録したり、ポーリン

グしている複数のプログラムを起動したりする部分は、プログラムの初期化で行いますの

で、本日の説明は行いません。 
 
つまり、「どこに処理を引き継いでいるか」を知るためには、出口にある、FSや MMの table.c
で、「処理している関数の名前」を見ればいいことになります。 
 
 
実は、この先、もう一つこうした「間接参照」が辿りにくい形で記述されている部分があ

ります。 
DEVICE IO ファイルのトレースです。 
ここでは、複数のデバイス（周辺機器）を抽象化（仮想化）しているために、OPEN や CLOSE、

READ や WRITE などの関数も、テーブル参照で分岐するようになっています。 
 
このため、本日の課題のトレースでは、トンネルの入り口と、出口となる「関数名」まで

は、プリント教材に記しておきました。 
 
 


